
経営企画部 秘書課

企画政策課

広報広聴課

危機管理課

公民連携推進課
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暮らす人の輪が広がり、

安全安心でいつまでも住

み続けたいと思われるま

ちづくりを通じて市民の

幸福度向上に貢献する。

部のミッション



秘書課の業務について

1. 市長及び副市長の秘書に関すること。

2. 交際及び渉外に関すること。

3. 市長会、副市長会その他会議に関すること。

4. 部長会及び部課長会に関すること。

5. 市長及び副市長の事務引継に関すること。

6. 儀式に関すること。

7. 特命事項の連絡調整に関すること。
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◎秘書係



秘書課の主な仕事

 市長・副市長の円滑な執務遂行のサポート
 各種会議への出席、日々の業務等の市長・

副市長のスケジュール管理､公務の随行
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市政の円滑な推進のサポート

 市長・副市長と各部局とのコミュニケーション
のサポート

 市民功労/行政功労者への表彰
 市民功労及び行政功労表彰式の開催



企画政策課の業務について

1. 重要な市行政の総合政策及び総合調整に関すること。

2. 新規事業の立案に係る支援に関すること。

3. 行政組織に関すること。

4. 地方創生に係る総合戦略に関すること。

5. 行政改革の推進に関すること。

6. 未利用地の活用に関すること。
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◎企画係（抜粋）



企画政策課の主な仕事①
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重要な市行政の総合政策及び総合調整
 第６次生駒市総合計画の進行管理



第６次生駒市総合計画の位置づけと構成
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企画政策課の主な仕事①



企画政策課の主な仕事②
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行政組織の編成

行政改革の推進

 市の政策的な方針や市民ニーズ、社会情勢等を踏まえて、効率的
かつ効果的な業務体制を構築していくため、市の「行政組織」を
編成しています。
 部や課などの新設または統廃合など

 行政改革大綱に基づき、「健全かつ成長につながる行財政運営」、
「歳入増につながる施策の創出・強化」、「ファシリティマネジ
メントの推進」、「多様な主体との連携・協創」、「機動的な組
織運営に向けた仕事の進め方・働き方の改革」につなげます。
 行政改革推進委員会の運営
 総合計画と連動した進行管理や評価



広報広聴課の業務について
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1. 広報業務の総合企画及び資料に関すること。

2. 市広報紙の等の編集及び発行に関すること。

3. ホームぺージの運用管理に関すること。

4. 報道機関に関すること。

5. 広報活動の企画及び連絡調整に関すること。

6. 市民の陳情、要望等の受付及び連絡調整に関すること。

◎広報広聴係（抜粋）

1. シティプロモーションの推進に関すること。

2. 都市ブランドの形成に関すること。

◎プロモーション係



広報広聴課の主な仕事①

 市公式ホームページの管理・運用
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広報業務

 広報いこま「いこまち」の作成・発行

 SNS（ X、Facebook、YouTube、Instagram、
LINE、note、ピアッザ）の管理・運用

 記者会見の開催

広報紙

市公式ホームページ

いこまタケでおな
じみ市公式「X」 記者会見を原則

月一回開催
広聴業務

 タウンミーティング、いこま考座、要望書、デジタル
ききみみポスト、メールでの問い合わせ、窓口、電話、
はがきなど（各担当）



広報広聴課の主な仕事②
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市外に向けて市民協働でプロモーション

市民PRチーム
いこまち宣伝部

プロモーションサイト

good cycle ikoma
市民とマーケットをつくる

いこまちマーケット

行政施策だけでなく、地域情報や多様な暮らし方・働き

方を、市民の皆さんと発信しています！



危機管理課の業務について

1. 災害対策の総合調整に関すること。

2. 防災に関する調査及び研究に関すること。

3. 防災計画及び防災会議に関すること。

4. 防災行政用無線に関すること。

5. 国民保護計画及び国民保護協議会に関すること。

6. 自主防災会の結成及び育成に関すること。

7. 防災意識の普及及び啓発に関すること。

8. 新型インフルエンザ等対策本部に関すること。
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◎危機管理係



危機管理課の主な仕事①
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市民への防災啓発（自助の促進）

R7防災マルシェでの啓発品展示・販売

 総合防災マップや広報紙、市ホームページ
などを活用したハザードマップ、備蓄品、
非常持ち出し品などの備えの周知

 防災講座やパパママ教室、出前授業の講師派遣

 防災マルシェなどでの事業者と連携した啓発

総合防災マップ 広報いこまち

職員による出前授業



危機管理課の主な仕事②
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自主防災会への支援（共助の向上）

防災訓練への支援（補助金交付、伴走支援など）
 地域や避難所単位での防災訓練などに補助金を交付
 危機管理課職員や避難所担当職員が訓練に伴走支援
することで「地域と顔の見える関係」を構築

 継続した訓練の実施による地域の防災力の底上げ

研修会の開催や地区防災計画の策定支援
 自主防災会が組織的に災害対応を行えるようサポート
 現在５地区で作成済みの地区防災計画のさらなる策定を促進

R7避難所資機材設営訓練

自主防災会・自治会向け研修会



危機管理課の主な仕事③
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市の災害対策（公助の推進）

職員訓練の実施
 継続した職員訓練や研修の実施による

災害対処能力の底上げ

備蓄物資の充実・強化
 備蓄食料（約10万食）を目標に購入
 避難所資機材の購入・追加整備

（パーティション1,000張、段ボールベッド
1,000台等）

防災体制の向上
 防災システムや災害対策本部設備の導入

パーティション 段ボールベッド

総合防災システムや
１２面マルチディスプレイ
の導入・活用

災害対策本部職員訓練
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低軌道衛星通信サービスの導入

 発災直後の通常のインターネット回線が通信不可となっても、災害対策
本部の機能が維持され、災害対応業務が行えるよう、庁舎及び消防本部
に低軌道衛星通信サービスを導入する。

設置イメージ（庁舎屋上を想定）例）スペースX社 スターリンク
→衛星通信を経由し、インターネット網を利用

令和8年度に特に力を入れて取り組むこと



公民連携推進課の業務について
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1. 公民連携の推進に係る企画及び調整に関すること。

2. 奈良先端科学技術大学院大学との連携に関すること。

◎公民連携係

1. 収益確保に関すること。

2. 寄附の採納に関すること。

3. ふるさと納税に関すること。

4. 企業版ふるさと納税に関すること。

5. 関係人口に関すること。

6. 首都圏PRに関すること。

◎ふるさと応援係



公民連携推進課の主な仕事①
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企業や大学、団体等（民間事業者等）との連携

民間事業者等が持つ知見や資源を活用して

地域の課題解決や市民サービスの向上につなげます。

公民連携ワンストップ窓口
「協創対話窓口」

包括連携・事業連携
協定先との連携

奈良先端科学技術
大学院大学との連携



公民連携推進課の主な仕事②
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寄附等を通じた関係づくり

ふるさと納税

 返礼品 ６５社４９８品（Ｒ８.４月現在）

 Ｒ７寄附額 １億７,２３３万８,０００円

企業版ふるさと納税

 Ｒ７寄附額 １８社 １,７０２万８,１５０円
（うち物品寄附 1社 約９１０万円相当）

生駒らしい関係人口の検討

 定住でも観光でもなく、生駒と多様に関わる人達
を寄付以外で増やす方法についての検討を開始


